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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年12月2日(2021.12.2)

【公表番号】特表2021-514407(P2021-514407A)
【公表日】令和3年6月10日(2021.6.10)
【年通号数】公開・登録公報2021-026
【出願番号】特願2020-539233(P2020-539233)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/544    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 210/02     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/048    (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/544    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  210/02     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/00     １０１　
   Ｂ３２Ｂ   27/32     　　　Ｚ
   Ｂ３２Ｂ   27/30     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｌ   31/04     ５６０　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年10月25日(2021.10.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の層（複数可）を含む層要素（ＬＥ）であって、少なくとも１つの層が、
－　（ａ１）シラン基（複数可）含有コモノマーを担持するエチレンのポリマー；または
－　（ａ２）エチレンの、Ｃ１～Ｃ６のアルキルアクリレートまたはＣ１～Ｃ６のアルキ
ルＣ１～Ｃ６のアルキルアクリレートコモノマー（複数可）から選択される１つ以上の極
性コモノマー（複数可）とのコポリマーであって、コポリマー（ａ２）がシラン基（複数
可）含有単位を有し、コポリマー（ａ２）がエチレンのポリマー（ａ１）とは異なるコポ
リマーから選択されるエチレンのポリマー（ａ）から選択されるポリマー（Ｐ）；
－　シラン基（複数可）含有単位（ｂ）であって、単位（ｂ）を含むシラン基がポリマー
（Ｐ）のコモノマーとして存在するか、またはポリマー（Ｐ）に化学的にグラフトされた
化合物として存在する前記シラン基（複数可）含有単位（ｂ）；および
－　式（Ａ０）
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【化１】

式中、
Ｒ１は、－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－から選択されるヘテロ原子を含む基であるか；
またはＲ１は、－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－から選択される１つ以上のヘテロ原子（
複数可）を含む基（複数可）で任意に中断された置換もしくは非置換のＣ１～Ｃ２０のヒ
ドロカルビレン基であり；
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、－Ｏ－、－Ｎ＝または－ＮＲ－から選択される１つ以上
のヘテロ原子（複数可）を含む基（複数可）で任意に中断される置換または非置換のＣ１
～Ｃ２０のヒドロカルビル基からそれぞれ独立して選択され；
Ｒ６は、－Ｏ－、－Ｎ＝または－ＮＲ－から選択された１つ以上のヘテロ原子（複数可）
を含む基（複数可）で任意に中断される置換または非置換のＣ１～Ｃ２０のヒドロカルビ
レン基から選択され；ただし、Ｒ６は、式（Ａ０）の単位の環原子に、酸素、－Ｏ－以外
の原子を介して結合しており；
Ｒ１～Ｒ６の各々の任意の置換基（複数可）の数は、独立して、１、２または３から選択
され；各Ｒ１～Ｒ６の任意の置換基（複数可）は、独立してＣ１～Ｃ２０のヒドロカルビ
ル基から選択され、前記Ｃ１～Ｃ２０のヒドロカルビル基は、任意に、－Ｏ－、－Ｎ＝ま
たは－ＮＲ－から選択される１つ以上のヘテロ原子（複数可）を含む基（複数可）で中断
されており、前記Ｃ１～Ｃ２０のヒドロカルビル基は、任意に、さらなるＣ１～Ｃ２０の
ヒドロカルビル基に置換されおり、前記さらなるＣ１～Ｃ２０のヒドロカルビル基は、任
意に、－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－；＝Ｏ基；または－Ｎ（Ｒ）２から選択される１
つ以上のヘテロ原子（複数可）を含む基（複数可）で中断されており；
Ｒは、独立して、Ｈまたは線状のＣ１～Ｃ８のアルキル基から選択され；ならびに
ｎは、１～２０である、
の単位を含むヒンダードアミン化合物（ＨＡＬＳ）：
を含むポリマー組成物を含み、前記エチレンのポリマー（ａ）が前記ポリマー組成物の唯
一のポリマー成分である層要素（ＬＥ）。
【請求項２】
　前記式（Ａ０）のヒンダードアミン化合物（ＨＡＬＳ）は、式（Ａ１）で表される化合
物であり、Ｒ１は、－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－から選択される１、２、もしくは３
個のヘテロ原子（複数可）を含む基（複数可）で任意に中断された、置換もしくは非置換
、飽和もしくは不飽和の、直鎖もしくは分岐鎖のＣ１～Ｃ２０のアルキレン基；－Ｏ－、
－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－から選択される１、２もしくは３個のヘテロ原子を含む環状基（
複数可）を任意に有する置換もしくは非置換の不飽和もしくは部分的に飽和の環状のＣ５
～Ｃ８のアルキレン基；－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－から選択される１、２もしくは
３個のヘテロ原子を含む環状基（複数可）を任意に有する置換もしくは非置換の環状のＣ
５～Ｃ８のアリーレン基；－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－で任意に中断されている置換
もしくは非置換のＣ１～Ｃ２０のアルキレン－環状のＣ５～Ｃ８のアルキレン基；－Ｏ－
、－Ｎ＝、もしくは－ＮＲ－で任意に中断されている置換もしくは非置換のＣ１～Ｃ２０
のアルキレン－Ｃ５～Ｃ８のアリーレン基；－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－で任意に中
断されている置換もしくは非置換の環状のＣ５～Ｃ８のアルキレン－Ｃ１～Ｃ２０のアル
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キレン基；－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－で任意に中断されている置換もしくは非置換
のＣ５～Ｃ８のアリーレン－Ｃ１～Ｃ２０のアルキレン基；または－Ｏ－もしくは－ＮＲ
－から選択されるヘテロ原子を含む基（複数可）から選択され、
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４およびＲ５は、それぞれ独立に、－Ｏ－、－Ｎ＝または－ＮＲ－から選
択された１、２または３個のヘテロ原子（複数可）を含む基（複数可）で任意に中断され
る、置換または非置換、飽和または不飽和、直鎖状または分岐鎖のＣ１～Ｃ２０のヒドロ
カルビル基から選択され；
Ｒ６は、－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－から選択される１、２、もしくは３個のヘテロ
原子（複数可）を含む基（複数可）で任意に中断された、置換もしくは非置換、飽和もし
くは不飽和の、直鎖もしくは分岐鎖のＣ１～Ｃ２０のアルキレン基；－Ｏ－、－Ｎ＝もし
くは－ＮＲ－から選択される１、２もしくは３個のヘテロ原子（複数可）を含む環状基（
複数可）を任意に有する置換もしくは非置換の不飽和もしくは部分的に飽和の環状のＣ５
～Ｃ８のアルキレン基；－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－から選択される１、２もしくは
３個のヘテロ原子（複数可）を含む環状基（複数可）を任意に有する置換もしくは非置換
の環状のＣ５～Ｃ８のアリーレン基；－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－で任意に中断され
ている置換もしくは非置換のＣ１～Ｃ２０のアルキレン－環状のＣ５～Ｃ８のアルキレン
基；－Ｏ－、－Ｎ＝、もしくは－ＮＲ－で任意に中断されている置換もしくは非置換のＣ
１～Ｃ２０のアルキレン－Ｃ５～Ｃ８のアリーレン基；－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－
で任意に中断されている置換もしくは非置換の環状のＣ５～Ｃ８のアルキレン－Ｃ１～Ｃ
２０のアルキレン基；－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－で任意に中断されている置換もし
くは非置換のＣ５～Ｃ８のアリーレン－Ｃ１～Ｃ２０のアルキレン基から選択され、
かつ、
Ｒ１～Ｒ６の各々の任意の置換基（複数可）の数は、１、２または３から独立に選択され
；各々のＲ１～Ｒ６の任意の置換基（複数可）は、－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－から
選択される１、２もしくは３個のヘテロ原子（複数可）を含む基（複数可）で任意に中断
された飽和もしくは不飽和の直鎖もしくは分岐鎖のＣ１～Ｃ２０のヒドロカルビル基；－
Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－から選択される１、２もしくは３個のヘテロ原子（複数可
）を含む環状基（複数可）を任意に有する置換もしくは非置換の不飽和もしくは部分的に
飽和された環状のＣ５～Ｃ８のヒドロカルビル基；－Ｏ－、－Ｎ＝もしくは－ＮＲ－；ま
たは＝Ｏ基；または－Ｎ（Ｒ）２から選択される１、２もしくは３個のヘテロ原子（複数
可）を含む環状基（複数可）を任意に有する置換もしくは非置換のＣ５～Ｃ８のアリール
基から独立に選択され；
Ｒは、独立して、Ｈまたは線状のＣ１～Ｃ８のアルキル基から選択され；
ｎは、２～２０である、
請求項１に記載の層要素。
【請求項３】
　前記式（Ａ０）のヒンダードアミン化合物（ＨＡＬＳ）において、ｐＨが９以下、好ま
しくは３～８．５である、請求項１または２に記載の層要素。
【請求項４】
　前記式（Ａ０）のヒンダードアミン化合物（ＨＡＬＳ）の分子量が３００～６０００で
ある、請求項１～３のいずれか一項に記載の層要素。
【請求項５】
　前記式（Ａ０）のヒンダードアミン化合物（ＨＡＬＳ）が、１８０℃以下、好ましくは
１５～１５０℃、好ましくは２０～１００℃のＴｍを有する、請求項１～４のいずれか一
項に記載の層要素。
【請求項６】
　前記エチレンのポリマー（ａ）が、（ａ２）エチレンの、Ｃ１～Ｃ６のアルキルアクリ
レートまたはＣ１～Ｃ６のアルキルＣ１～Ｃ６のアルキルアクリレートコモノマー（複数
可）から選択される１つ以上の、好ましくは１つの極性コモノマー（複数可）との、およ
びシラン基（複数可）含有コモノマーとのコポリマーである、請求項１～５のいずれか一
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項に記載の層要素。
【請求項７】
　前記エチレンのコポリマー（ａ２）中の極性コモノマーの量が０．５～３０．０ｍｏｌ
％、好ましくは２．５～１８ｍｏｌ％であり、好ましくは前記極性コモノマーがＣ１～Ｃ
６のアルキルアクリレートコモノマーから、より好ましくはメチルアクリレート、エチル
アクリレートまたはブチルアクリレートコモノマーから選択される、請求項１～６のいず
れか一項に記載の層要素。
【請求項８】
　エチレンのポリマー（ａ）の前記シラン基（複数可）含有単位または好ましくは前記シ
ラン基（複数可）含有コモノマーが、式（Ｉ）：
Ｒ１ＳｉＲ２

ｑＹ３－ｑ　（Ｉ）
式中、
Ｒ１は、エチレン性不飽和ヒドロカルビル、エチレン性不飽和ヒドロカルビルオキシまた
はエチレン性不飽和（メタ）アクリロキシヒドロカルビル基であり、
各Ｒ２は、独立して、脂肪族飽和ヒドロカルビル基であり、
Ｙは、同一であっても異なっていてもよく、加水分解性有機基であり、
ｑは、０、１または２であり；
好ましくは、エチレンのポリマー（ａ）のシラン基（複数可）含有単位またはシラン基（
複数可）含有コモノマーの量は、０．０１～２．０ｍｏｌ％であり；
好ましくは、エチレンのポリマー、好ましくはコポリマー（ａ）は、ラジカル開始剤を使
用する高圧重合プロセスでの重合によって製造される、
で表される加水分解性不飽和シラン化合物である、請求項１～７のいずれか一項に記載の
層要素。
【請求項９】
　エチレンのポリマー（ａ）が、
－　２０ｇ／１０分未満、好適には０．１～１５ｇ／１０分（１９０℃および２．１６ｋ
ｇの荷重でのＩＳＯ　１１３３による）のメルトフローレートＭＦＲ２、または
－　「測定方法」の下で本明細書に記載されるように測定される場合、１２０℃以下の溶
融温度Ｔｍ
のうちの１つまたは２つを任意の順序で、好ましくは両方有する、請求項１～８のいずれ
か一項に記載の層要素。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の層要素（ＬＥ）を含む物品。
【請求項１１】
　２つ以上の層要素を含む組立体であり、少なくとも１つの層要素が、請求項１～１１の
いずれか一項に記載の層要素（ＬＥ）である、請求項１０に記載の物品。
【請求項１２】
　太陽光電池要素および１つ以上のさらなる層要素を含む太陽光電池（ＰＶ）モジュール
であって、少なくとも１つの層要素が、請求項１～１１のいずれか一項に記載の層要素（
ＬＥ）である、請求項１０または１１に記載の物品。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の太陽光電池（ＰＶ）モジュールであって、所与の順序で、保護前部
層要素と、前部カプセル封入層要素と、光起電要素と、後部カプセル封入層要素と、保護
背部層要素とを含み、前記前部カプセル封入層要素および後部カプセル封入層要素は、請
求項１～９のいずれか一項に記載の層要素（ＬＥ）である、太陽光電池（ＰＶ）モジュー
ル。
【請求項１４】
　前記保護前部層要素、好ましくは前記保護層要素および前記保護背部層要素は、剛体層
要素（複数可）、好ましくはガラス層要素（複数可）である、請求項１２または１３に記
載の太陽光電池（ＰＶ）モジュール。
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【請求項１５】
　２つ以上の層要素を含み、少なくとも１つの層要素が請求項１～９のいずれか一項に記
載の層要素（ＬＥ）であり、
－　前記層要素（ＬＥ）および１つ以上のさらなる層要素を組立体に組み立てるステップ
、
－　前記組立体の前記層要素を高温で積層して前記要素を一緒に接着するステップ；およ
び
－　得られた物品を回収するステップ
を含む、物品、好ましくは太陽光電池（ＰＶ）モジュールを製造するための方法。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　エチレンのポリマー（ａ）のシラン基（複数可）含有単位または好ましくはシラン基（
複数可）含有コモノマーは、式（Ｉ）で表される加水分解性不飽和シラン化合物であるこ
とが好ましい：
Ｒ１ＳｉＲ２

ｑＹ３－ｑ　（Ｉ）
式中、
Ｒ１は、エチレン性不飽和ヒドロカルビル、エチレン性不飽和ヒドロカルビルオキシまた
はエチレン性不飽和（メタ）アクリロキシヒドロカルビル基であり、
各Ｒ２は、独立して、脂肪族飽和ヒドロカルビル基であり、
Ｙは、同一であっても異なっていてもよく、加水分解性有機基であり、
ｑは、０、１または２である。
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